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③ 地質調査結果について 内川⑤,⑥ No.13+72.5付近

○右岸No.13+72.5の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とするが層の下部に
粘性土を挟んでいる。川裏側は，上部に砂混
じりの粘性土層がみられる土質。
・基礎地盤は、厚い（７m程度）粘性土(Aｃ1)
を主体とし，その下部に薄いシルト混じりの
砂質土を挟む粘性土が分布している状況。

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は７～1５程度

・基礎地盤の直下
は、粘性土が主体。
・下層には厚い粘
土層があり，薄い
砂質土層を挟ん
でいる。
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③ 地質調査結果について 内川⑦ No.25付近

D.H.W.L 25.370

○左岸No.２５の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とするが層の下部に
粘性土混じりの砂質土。
・基礎地盤は、５m程度の砂質土(Aｓ1)を主
体とし，その下部に粘性土（シルト）が分布し
ている状況。

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は５～1１程度

・基礎地盤の直下は、上部に
粘性土を含む砂質土。
・下層には5m程度の砂質土。
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③ 地質調査結果について 内川⑧ No.25付近

○右岸No.２５の地盤状況
・堤体は、砂質土が主体。
・基礎地盤は、礫質土（砂礫）（Ag1）が分布し，
その下は砂混じりの礫質土（Ag1），粘性土
（砂質シルト）（Aｃ１（ｓ））
，砂混じりの粘性土が交互に分布。

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は７～1０程度

・基礎地盤の直下は、礫質土。
・下層には砂混じりの礫質土
と粘性土が分布。
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③ 地質調査結果について 内川⑨ No.34+25.9付近

○左岸No.34+25.9の地盤状況
・堤体は、礫混じり砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、砂質土を主体とするが、その下には
礫質土が分布

・基礎地盤の直下は、砂質
土であり，その下には，厚い
礫質土が主体。
・下層に砂の薄層。

・堤体は、礫混じり砂質土が主体
・Ｎ値は３～18程度
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③ 地質調査結果について 内川⑩ No.38+88.2付近

○左岸No.3８+８８．２の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、川表側は砂質土，川裏側は礫質土が
主体，その下は砂混じりの礫質土が分布

・基礎地盤の直下は、砂質土
であり，その下には，砂混じり
の礫質土，礫質土が分布

・堤体は、礫混じり砂質土が主体
・Ｎ値は１５～２５程度
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③ 地質調査結果について 五福谷川① No.3付近

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は3～1０程度

・基礎地盤の直下は、
薄い砂質土を挟み，
粘性土が分布。
・その下層には礫質
土が分布。

○左岸No.３の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とするが、層下部に礫混じ
り砂質土がみられる土質。
・基礎地盤は、薄い砂質土の下に1.5m程度の粘性
土，その下層には礫質土が分布している状況。
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③ 地質調査結果について 五福谷川② No.6付近

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は５程度

・基礎地盤は細砂の
砂質土。その直下は、
礫混じり砂質土が分
布。
・その下層には砂質
土が分布。

○右岸No.６の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、2.2m程度の細砂の砂質土が分布
その下層には礫混じりの砂質土が分布している

状況。
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③ 地質調査結果について 五福谷川③ No.33付近
・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は８～１５程度

・基礎地盤は礫混じりの砂質土が分布。
・その下層には細砂の砂質土が分布。

○右岸No.３３の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、０．９～2.１m程度の礫
混じり砂質土が分布
その下層には細砂の砂質土が分布し

ている状況。



③ 地質調査結果について 五福谷川④ No.43付近

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は１０～１２程度

・基礎地盤は礫質土が分布。
・中間に０．８ｍの粘性土を挟んでいる。
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○左岸No.４３の地盤状況
・堤体は、礫混じりの砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、４．７m程度の礫質土が分布
その下層には薄い粘土層を挟む礫質土が分布し

ている状況。
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③ 地質調査結果について 新川① No.9付近

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は１５程度

・基礎地盤は、砂質土
が主体。
・下層には厚い粘性土
の層。

○右岸No.９付近の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、１.1m程度の砂質土（As２）を主体と
するが、その下層には，６m程度の連続した粘性土
（Aｃ1）が分布している状況。



③ 地質調査結果について 新川②，③ No.34付近

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は３～１９程度 ・基礎地盤は、砂質土

が主体。
・下層には厚い粘性土
の層。

○右岸No.34付近の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、１.２m程度の砂質土（As２）を主体と
するが、その下層には，約８ｍ程度の連続した粘性
土（Aｃ1，Ac2）が分布している状況。
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③ 地質調査結果について 新川④ No.69付近

・堤体は、砂質土が主体
・Ｎ値は６～１２程度

・基礎地盤は、砂質土
が主体。
・下層には礫質土の層。

○右岸No.６９付近の地盤状況
・堤体は、砂質土を主体とする土質。
・基礎地盤は、４．７m程度の連続した砂質土（As２，
As３）を主体とするが、その下層には，約７.4ｍ程
度の礫質土（Aｇ2）が分布している状況。



○ 他地点の透水係数はｋ=1.３×10-６であり，
同様の傾向 36

③ 地質調査結果について 堤体の評価（内川）
■ 内川 No.１１付近右岸
新川合流点付近
●健全部 内川③，④付近

○ 堤体の下部に砂層（As2）があり，透水係
数ｋ=8.5×１０-7m/sであり，低い透水性を
示すことから基盤漏水の可能性は低い

○ 他地点の透水係数はｋ=1.4×10-8であり，
同様の傾向

■ 内川 No.24付近右岸
五福谷川合流点付近
●健全部 内川⑥付近

○ 堤体の下部に薄い砂礫層（Aｇ１）があり，
透水係数ｋ=２．７×１０-５m/sであり，粘性土
の下層にあり，低い透水係数を示すことから
基盤漏水の可能性は低い
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③ 地質調査結果について 堤体の評価（内川）

■ 内川 No.３４付近 左岸

●健全部 内川⑨付近

○ 堤体の下部に砂礫層（Aｇ１）があり，透水
係数ｋ=4.7×１０-５m/sでありことから，浸
透には留意する必要あり

■ 内川 No.38付近 左岸

●健全部 内川⑩付近

○ 堤体の下部に砂礫層（Aｇ１，Ag1（ｓ））が
あり，透水係数ｋ=1.7×１０-４m/sであるこ
とから，浸透には留意する必要あり



③ 地質調査結果について 堤体の評価（五福谷川，新川）

■ 新川 No.32付近右岸
●健全部

●決壊部

○ 堤体の下部に砂層（As2）があり，透水係
数ｋ=7.0～8.8×10-7m/sであり，低い透水
性を示すことから基盤漏水の可能性は低い

○ 他地点の透水係数はｋ=4.9×１０-6～
9.1×10-5m/sであり，同様の傾向

■ 五福谷川 No.7付近左岸
●健全部

●決壊部

透水係数 K=1.7×10-5m/s

○ 堤体の下部に砂層があり，透水係数ｋ
=1.7×10-5m/sであるものの，礫質土を
2.2mを挟んでいるため，堤体内の湿潤面
が上昇しやすい

○ 他地点の透水係数はｋ=3.6×10-6～
9.5×１０-4m/sであり，同様の傾向 38



④ 復旧工法の基本的な考え方 （有堤部）

39出典：水防災意識社会 再構築ビジョン,H27.1,国土交通省より一部引用，国土技術政策総合研究所資料より一部引用

② 法尻周辺での侵食・洗掘の
発生及び法面欠損への波及を
防ぐ

③ 降雨および河川水の浸透を
抑制・防止する
側方浸食に対して堤体を保護

する

のり面被覆工法

・粗度を高め，流速を低減
・越流を水平にはねて地表から
離す

・法面への崩壊波及防止

① 越流水による堤防天端部の
洗掘を抑制・防止し，天端崩落
による堤体幅の欠損を防ぐ
（堤内及び堤外からの越水）

法尻補強工

・堤防への雨水の浸透を抑制
する

・越流水による法肩の侵食を
保護する

天端保護工

越流に対する対策 浸透・侵食に対する対策

・側方浸食に対して堤体を保護
・河川水の浸透を抑制
・主に透水性の高い堤体土質で
効果を発揮する

＜前提条件＞
● 上流側は砂防施設による土砂及び流木を捕捉する 【土砂・流木に対する対策】
● 計画流量については，現計画よりも整備水準を上げる 【流下能力不足に対する対策】



③ 復旧工法（案） （有堤部） 五福谷川① No.3付近 左岸
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3000

■ 決壊箇所における対策工法
川裏 川表

堤内

○ 法面被覆工
（連節ブロック＋遮水シート）により堤体
の侵食耐力を高め，侵食外力の低減を図る
〇 川表部は，発生土を有効活用し覆土

○ 残存堤体を段切
りし，崩壊⼟を除去し，
⼊⼿可能な良質⼟で⼗
分に締固めし，築堤

○ 天端舗装工（アスファルト）
により堤防への雨水の浸透を抑制する

○ 法肩保護工（法肩ブロック）
により越水時の法肩の崩壊を抑制する

○ 落堀については，
透水試験や粒度試験
の結果を踏まえ，浸
透に対する対策を検
討

張芝

かごマット

500

1,000

○ 法尻保護工(かごマット)
により粗度を高め，流速を低減し，
越流を地表面から離し，崩壊波及を
防止するとともに堤体の浸透水を
速やかに排水



③ 復旧工法（案） （有堤部） 五福谷川 No.2５付近 右岸
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■ 健全部における対策工法

川裏川表

○ 天端舗装工（アスファルト）
により堤防への雨水の浸透を抑制する

○ 法肩保護工（法肩ブロック）
により越水時の法肩の崩壊を抑制する

堤内

かごマット

500

1,000

○ 法尻保護工(かごマット)
により粗度を高め，流速を低減し，
越流を地表面から離し，崩壊波及を
防止するとともに堤体の浸透水を
速やかに排水



③ 復旧工法（案） （掘込河道：上流側） 五福谷川 No.81付近
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■ 河川埋塞箇所における対策工法

○ 護岸工
D.H.W.Lまで護岸工を施工し，

側方浸食に対して保護する。

○ 河道掘削
河道を埋塞している不安定土砂に

ついて掘削し，河積を確保する。



④ 復旧範囲 内川

43

□復旧⽅針（被災原因の除去）
内川については決壊個所の上下流を含め，約L=5.6kmにわたって，流下能⼒が不⾜している。このため，災害復旧区間の
みの対策では，河積の不⾜により施設の再度災害が発⽣する。
このことから，⼀連区間において，決壊箇所を復旧するとともに流下能⼒を向上させるための河道掘削①及び越流による被
害を抑制するための天端舗装⼯②や天端保護⼯③,法尻保護⼯④を新設し，⼀体的に対策するものである。

堤防復旧区間
L=696.8ｍ

堤防復旧区間
L=３９３．３ｍ

堤防復旧区間
L=284.6ｍ

堤防復旧区間
L=205.8ｍ

堤防復旧区間
L=63.0ｍ

堤防復旧区間
L=637.4ｍ

越水させない原形復旧区間
L=2.8km

改良復旧区間
L=5.6km

決壊個所

災害復旧区間

改良工事区間

新丸森橋 内川橋

新川

五福谷川

大目橋

和田橋

赤堀橋
矢田橋

下矢田橋

馬越道大橋

奈良又川
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